
自社圃場での緑肥の作付け

・ほうれんそう収穫後、６月下旬頃
に種をまいて、８月中旬頃までに
裁断する（２ｍくらいまで伸びる）。

・地中に根を張ることにより、土を
やわらかくしたり、細断後に圃場
にすき込むことで、土壌の状態を
良くする効果が期待できる。

・昨年試験的に取り組み、効果が
見られたため、今年は自社全圃場
と生産者の一部圃場で作付け。
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押さえ部分を機械化
して省人化を実施

収穫した原料を良い
状態のまま工場投入
できるようコンテナ内
に入れるスペーサー

を新たに作成

収穫機の改良（令和５年度）
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最後に・・・

生産者への説明会

手作業での追肥

工場内での選別（異物除去）作業

・原料部門として、可能な限り高品質の原料を
供給できるように努めながら、工場でもより良い
製品を製造できるよう日々頑張っています。

・生産者も含め、関係者が協力して作っている
冷凍野菜を手に取っていただけると嬉しいです。
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